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・令和４年度のスタートにあたってのキックオフ大会
・第55回たけのこ感謝祭
　～令和４年産たけのこの豊作と有利販売を祈願～
・今年もうまい！ 石川の春野菜♪
・新入職員紹介

・能登北部ＪＡ広域農家
　戸配送出発式
・能登金沢フェア開催

・米心石川
　夏カレー対決キャンペーン
・ＪＡホーム
・ひゃくまんぞく亭

全農いしかわ公式
Facebookページ

全農いしかわの公式Facebookページ
「石川うまれがだいすきさ」

県産農畜産物やＪＡ加工品、イベント
情報などを掲載中！ぜひご覧ください！
ＵＲＬ：www.facebook.com/ishikawaumare.daisukisa.
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News＆Topics

令和４年度のスタートにあたってのキックオフ大会

園芸課
第55回たけのこ感謝祭

～令和４年産たけのこの豊作と有利販売を祈願～

県本部では、協同会社も含めたグループ全体の
４年度計画の周知と目標必達に向け、全職員・社
員の力を結集することを目的に「令和４年度のス
タートにあたってのキックオフ大会」を４月４日、
５日の両日に開催しました。
はじめに、末政県本部長より、「農業情勢は厳し
い環境の中にあるが、悲観せず危機感を持ち、
３ヵ年計画の初年度として「生産振興と生産基盤
の強化」、「需要開拓と販売力の強化」、「大規模経
営体への総合的対応と事業競争力の強化」、「ＪＡ
への支援拡充と最適な事業体制の構築」、「新たな事業領域への拡大」の５つの重点施策にスピード感をもって、
その目標達成に向け取り組んでほしい。ＪＡ・農家組合員からなくてはならない存在になりましょう。」との挨
拶がありました。
続いて、全農本所森部長から全農全体の令和４年度最重点施策について、南副本部長より県本部の重点施策の
概要説明とコンプライアンス遵守の取組の徹底指示がありました。その後、各部長、ＪＡグループ石川営農戦略

室長、協同会社代表役員による４年度事業計画と重
点実施策等の説明がありました。
最後に、職員代表（１日目：小松自動車センター
　北、２日目：園芸課　竹原）より「５つの重点施
策の実践を加速化するとともに、ＪＡの「持続可能
な経営基盤の確立・強化」を後押しすべく、ＪＡ・
全農・協同会社が一体となり、「ＪＡ支援策」をより
明確に、着実に実行していきます。」との力強い決
意表明を行い、大会を締めくくりました。

４月15日（金）、「第55回たけのこ感謝祭」（主
催：石川県野菜園芸協会、後援：本会）が金沢市
寺町の妙福寺で行われ、生産者を始め、ＪＡ、行
政、流通関係者ら約20名が出席しました。
この感謝祭は約250年前に江戸から県内に初め
て「孟宗竹」を持ち帰り、今日のたけのこ産地の
礎を築いた加賀藩割場足軽「岡本右太夫 翁」の
墓がある同寺で毎年開催しており、関係者らは翁
の遺徳を偲ぶとともに、本年産のたけのこと併せ
て県産青果物の豊作と有利販売を祈願しました。
県産たけのこはＪＡ小松市、ＪＡ金沢市、ＪＡ
白山、ＪＡ石川かほくより出荷され、表年の今年
は約500ｔの出荷を見込んでいます。
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４月４日（月）、ＪＡ金沢市砂丘地集出荷場で春野
菜を代表する県内産春きゅうりの初出荷が行われま
した。
天候に恵まれたことから昨年並みの初出荷となり、
シャキシャキとしたみずみずしい春きゅうりが市場
を通じて県内の量販店へ届けられました。
ＪＡ金沢市では、５月中下旬には最盛期を迎える
とともに、７月上旬までに約430ｔ（９万ケース）
の出荷量を見込んでいます。

ＪＡ金沢市胡瓜部会　荒川部会長

きゅうり

加賀太きゅうり

４月６日（水）、ＪＡ金沢市砂丘地集出荷場で加賀
野菜の一つである「加賀太きゅうり」の出荷が始ま
りました。本年は、３月以降の好天により生育状況
が良く、品質のよいきゅうりとなりました。
「加賀太きゅうり」の出荷最盛期は５月中旬から６
月上旬で、関西・関東・中京市場へも出荷を予定し
ており、11月上旬頃までの出荷で、約450ｔ（９万
ケース）の出荷量を見込んでいます。

４月６日（水）、春の味覚である「たけのこ」が県内でトッ
プを切ってＪＡ小松市東山たけのこ集出荷場から出荷されま
した。
本年は表年にあたるため、昨年より出荷量は多く、出来も
上々です。
以降、ＪＡ金沢市、ＪＡ白山、ＪＡ石川かほくなどで順次
出荷が始まり、４月下旬～５月上旬に出荷最盛期を迎えまし
た。

ＪＡ小松市たけのこ部会　橋本部会長

たけのこ

ＪＡ金沢市加賀太きゅうり部会　中林部会長
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新採職員
研修
新新採新新新採職
修修
採職員員員
研研研研修修修
新採職員
研修

新採職員研修を実施し、
会全体の事業について理解を深めました。
今後も職員の資質向上のため研修を実施していきます。

食肉セ
ンター

能登牛肥育実験農場（ひも結
び）

能登牛肥育実験農場（餌やり）

精肉パック
センター

農機施設課

JAアグリラ
イン石川（

肥料工場）

田植研修

穴水事務所（しいたけ原木）

田植研修

金沢自動車整備工場



肥　料
農薬課 能登北部ＪＡ広域農家戸配送出発式

４月４日（月）、ＪＡおおぞら・ＪＡすずし管内において、生産・生活資材での能登北部ＪＡ広域農家戸配送業
務を開始するにあたり、出発式が行われ、ＪＡ及び全農・ＪＡアグリライン石川の関係者が出席しました。
この農家戸配送の取組は、全農の物流拠点から農家組合員へ生産資材・生活資材を直接配送するもので、ＪＡ
における物流コストの削減を図り、ＪＡ物流業務を外部委託することにより人材を効果的に配置し、より高い農
家組合員サービスを提供できる営農経済体制の構築を目指すものです。

また、２ＪＡのＪＡ域を越えた
「広域農家戸配送」は、本県では
初めてのケースであり、従来の個
別ＪＡごとの農家戸配送と比べ、
さらなる配送業務の効率化が図ら
れることから、全農では持続可能
な経営基盤の確立に向けたＪＡ支
援策として、今後、県内全域での
広域農家戸配送への移行を進めて
いきます。

能登金沢フェア　開催

４月13日（水）～４月15日（金）、東京都内で
スーパーマーケット事業を展開している京王スト
アの聖蹟桜ヶ丘店において、「能登金沢フェア」
が開催されました。
今回は２年ぶりに本会職員が店頭に立って石川
県産米の魅力をＰＲしました。
石川県産能登コシヒカリやひゃくまん穀を販売
し、たくさんのお客様に購入していただけました。
お客様からは、「いつも石川のお米を購入して
いるよ」「石川フェアは久しぶりの開催だよね？
今後も定期的に開催してほしい」といった嬉しい
声をいただき、売場はとても賑わいました。
今回のフェアでは、コロナ禍を踏まえて、従来
行っていた試食や、ご当地キャラクター（ひゃく
まんさん）によるＰＲが実施できませんでした。
また、売り場も従来より縮小した中での開催となりましたが、今回のフェアを通して、東京のお客様に石川県の
食の魅力を可能な限り発信することができました。
今後も、このような活動を継続し石川県のおいしい農産物を広くＰＲすることで、新たな石川県のファンを増
やしていきます。

米穀課
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@ja_home_ishikawa
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〒920-0383　金沢市古府1丁目220番地
TEL（076）240-5371　FAX（076）240-5319
http://www.is.zennoh.or. jp

発行所／全国農業協同組合連合会  石川県本部
　　　　管理部  開発広報課
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